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タイトル：流動生態系シミュレーションシステムに
よる水環境評価のための標準化プラットフォーム構
築に向けたJHPCNの活動
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研究所の紹介

国土交通省の所管する研究所

海上・港湾・航空技術研究所
｜―海上技術安全研究所
｜―港湾空港技術研究所
｜―電子航法研究所



JHPCN ：「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北
大学、東京大学、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学がそ
れぞれ附置する、文部科学大臣の認定を受けた共同利用・共同研究拠点である８つ
の施設により構成される「拠点ネットワーク」
https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/ja/purpose_summary

JHCPNの共同研究に申し込み、今年度研究を実施（来年度は続く？）
「流動生態系シミュレーションシステムによる水環境評価のための標準化プラット
フォーム構築」

発表内容
1）研究の目的・意義
2）JHPCNの公募型共同研究として実施する必要性 
3）研究計画 
4）研究成果
5）まとめ
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https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/ja/purpose_summary
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http://assess.env.go.jp/1_seido/1-1_guide/1-1.html

環境アセスメント（環境影響評価）とは
開発事業の内容を決めるに当たって、それが環境に
どのような影響を及ぼすかについて、あらかじめ事
業者自らが調査、予測、評価を行い、その結果を公
表して一般の方々、地方公共団体などから意見を聴
き、それらを踏まえて環境の保全の観点からよりよ
い事業計画を作り上げていこうという制度。

アセスメントにおいて数値シミュレーションは重要
な役割を担う。

港湾事業（埋立、掘り込み、防波堤建設等）におい
ても、数値シミュレーションはアセスメントを行う
際に使用される。

• 流れ場・海水の流れ、海水交換
• 漁業環境（底層溶存酸素、栄養塩）
• 海がきれいすぎる（貧栄養）：下水処理場管理
運転の効果の検討

1）研究の目的・意義
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伊勢湾シミュレータでは水温、塩分、流向流速、貧酸素水塊，栄養塩，赤潮（植物プランクトン濃度）、
粒子追跡による漂流ごみ，二枚貝や魚の資源量の再現・予測を実施することができます．
くぼ地や港内などの細かい地形のシミュレーションが可能です．
浅場造成の効果の検討，湾口防波堤の建設の影響検討，下水処理場管理運転の影響検討などが可能です．

底層DOの水平分布
青色は酸素濃度が低い
状態を表す．

栄養塩の時系列分布図（赤丸が観測値，
黒線がシミュレーション結果）

計算されたアサリの資源量と実際の
漁獲量の比較．
青線が計算されたアサリの資源量，
赤線が実際の漁獲量を示す．計算さ
れた資源量は漁獲量の傾向とおおむ
ね一致している．

伊勢湾シミュレータの開発：伊勢湾再生行動計画に則った国土交通省中部地方整備局からの長年に
わたる委託研究により港湾空港技術研究所が開発してきた水環境のシミュレーションモデル

1）研究の目的・意義
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Ecological hydrodynamic simulation system of the Port and Airport Research Institute

EcoPARI-Simulator
シミュレーションモデル
• 流動（水温、塩分、流向
流速、水位）

• 生態系モデル（DO、植物
プランクトン、栄養塩
等）

• 粒子追跡
• 可変格子
• 海草・海藻
• ノリ
• 魚、二枚貝

Preprocessing
計算に必要な入力データ作成システム

EcoPARI-Data Assimilation
データ同化システム

EcoPARI-Genetic Algorithm
パラメータ調整システム

EcoPARI-Wave
SWANによる波浪計算、海
浜流計算

EcoPARI-Remesher
最適計算格子検討システム

EcoPARI-WRF
気象モデルWRF
による大気計算

流動生態系シミュレーションシステム EcoPARI（エコパリ）

EcoPARI-Boundary 
Condition
境界条件作成システム

EcoPARI-Forecast System 海域環境予測システム

Reaction
生態系反応速度のフロー図

EcoPARI-Parser
Restartファイルの変換機能

EcoPARI-Grid
地形ファイル作成(Grid generator) • EcoPARI-Post Stand-alone 

Windows上で動作するソ
フトウェア2次元可視化
と、テキスト出力が可能

*Postのオプションとしてncview と
ParaViewとが使用可能な出力フォー
マット（NetCDF、VTK）を用意してい
る。また、ParaViewによる観測値との
比較・統計解析が可能。

• EcoPARI-Post Mobile 
スマホで短期予測結果を
閲覧可能

Postprocessing
Webブラウザによるシミュレ
ーション結果の可視化（2次
元、3次元）と、テキスト
出力が可能

EcoPARI-Web GUI GUIシステム

伊勢湾海域環境予測システム

本サイトについて

伊勢湾シミュレータによる予測値であり、
観測値ではありません

11月29日予測初期値

3 4 52 7612/13011/29 8 9

[℃]5 10 15 20 25 30

表層 底層● データ選択
水温

地図上の〇印をクリックすると詳細データが見られます。

12月 3日 00時 表示

10.5 12 13.5 15 19.59 16.5 18
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課題1
• EcoPARIは高度な数値モデルであるが故、民間建設コンサルタントが使用してい
る水環境数値シミュレーションモデルよりも10倍程度の計算機能力を必要とする。

• 建設コンサルタントの多くは大型計算機を所有していないため、EcoPARIによる
検討が困難な場合が多い。

課題2
• パラメータの客観的な決定手法がない
• EcoPARIにはデータ同化と遺伝的アルゴリズムという手法で、パラメータを客観
的に決定するためのシステムがある

• 大量の計算が必要
課題3
• 「海の天気予報」
• 観測値と数値シミュレーションモデルを融合する手法であるデータ同化による水
温、塩分、溶存酸素、栄養塩などの高精度予測

• 即時予測を行うために高速に演算し、観測データの収集・解析を処理できる大型
計算機とデータ集約基盤の活用が必要。

1）研究の目的・意義
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当拠点公募型共同研究として実施する必要性 
• 研究開発には、国研、建設コンサルタント、大学、ソフトウェア開発会社の学際的共同が不可欠
• 異なる組織が連携して研究開発を進めるにはネットワークを介して使用できる計算機基盤が必要
• データ同化及び遺伝的アルゴリズムを使用したパラメータ調整や観測値をネットワークで取り込む
リアルタイムシミュレーションは大規模計算/ネットワーク環境での実施が必須

研究計画（3年計画のうち、2023年度は1年目）
• 三大湾（伊勢湾、東京湾、大阪湾）を対象としたモデル構築、Webブラウザによるプリポスト処理
機能・シミュレーションシステムの実装

• パラメータ調整システムの実用化
• リアルタイムシミュレーションシステムの構築、観測値を取り込んだデータ同化

国研・大学・民間・建設コンサルの協力体制

目的
• 基盤となるEcoPARIを開発してきた国
研

• 環境分野の技術開発を得意とする建設
コンサルタント

• 高速化を得意とする大学・ソフトウェ
ア開発会社

→水環境数値シミュレーションを実施す
るマルチプラットフォームを構築

２）当拠点公募型共同研究として実施する必要性 
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JHPCNの基盤を活用した研究開発の実施
東京大学Wisteria/BDEC-01、大阪大学SQUID、mdx

気象

モニタリング
ポスト等観測
データサーバ

衛星データ
JAXA、
NASA

気象GPV・
アメダス

SFTP/HTTP データ転送
気温・大気圧・降水量・風
向・風速・相対湿度・日射量
（雲量、日照率）

利用者端末

◆GUIプリポスト処理
◆10日後の予測結果閲覧
・海水温
・塩分濃度
・栄養塩
・DO
・浮遊ゴミ等

仮想マシン
プリ処理：オブジェ
ストレージからファ
を参照し、シミュレ
ションモデルの入力
イルを作成
ポスト処理：スパコ
算結果ファイルを図

HTTP(S)
アクセス

EC-01

入力ファイル転送
ジョブ投入

出力ファイル転送
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まとめ

• JHPCNの共同研究によって「流動生態系シミュレーションシステム
による水環境評価のための標準化プラットフォーム構築」を進めて
いる。

• 民間建設コンサルタントや大学と共同で使用可能な水環境シミュ
レーションシステムが構築され、運用されている。伊勢湾、東京湾、
大阪湾のシミュレーションを実施する際のノウハウ・集合知が蓄積
されている。

• パラメータを調整するシステムを構築中である。
• うみの天気予報が開発され、沿岸域の予報・可視化が可能。2024年4
月から伊勢湾で試験運用開始。

• 次年度以降もJHPCNで活動したいです。関係者の皆様、いつもあり
がとうございます。今後ともよろしくお願いします。
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